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カイトよ高く上がれ！

正月というと凧上げやコマなどが昔の遊びと思い

浮かびますが、昔ながらの細い竹を骨にした凧

ではなく、カイトというものを子どもたちが一生懸命

走りながら上げていました。　’

新年あけまして

繊叢i一、

陰鷹懸

・年頭のあいさつ…………●②～③

●話題出釆事なかさとウォッチング………④～⑥

●お知らせ…・………・……’……………●…●●…⑦～⑪

●みんなの広場……………・…・………・・………・…・⑩

●カレンダー・……・………・……………・…・・………⑫

おめでとうございます
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆

様
に
は
ご
健
勝
に
て
、
夢
多
き
初
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
一
年
が
希
望
に
満
ち
た
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
旧
年
中
は
、
公
私
に
わ
た
り
一

方
な
ら
鍛
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を
賜
り
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
も
村
政
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
か
ら
、
本
年
で
十
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
思
え
ば
、
無
我
夢
中
の
中

で
九
年
が
過
ぎ
去
っ
た
感
が
い
た
し
ま

す
が
、
議
員
各
位
を
始
め
、
村
民
の
皆

様
の
ご
協
力
無
し
で
は
到
底
歩
ん
で
こ

れ
な
か
っ
た
も
の
と
肝
に
命
じ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、

誠
心
誠
意
頑
張
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
金
融
業
界
に
端
を
発

し
、
不
況
の
嵐
が
全
国
を
襲
い
ま
し
た
。

失
業
率
4
％
を
超
え
、
大
手
企
業
の
倒

産
や
縮
小
、
統
廃
合
、
そ
し
て
リ
ス
ト

ラ
と
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
一
年
で
し

た
。
国
は
そ
の
対
策
と
し
て
、
二
次
、

三
次
と
、
大
型
補
正
に
よ
る
緊
急
経
済

対
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
効

果
は
い
つ
に
な
る
の
か
全
く
不
透
明
で

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
天
候
不
順
と
な

り
、
農
業
へ
の
不
安
が
最
後
ま
で
続
き

ま
し
た
。
当
村
に
お
い
て
は
、
基
幹
産

業
の
農
業
に
対
し
て
、
減
反
面
積
が
過

去
最
高
の
配
分
と
な
り
、
農
家
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
も
、
昨
年
同
様
厳
し

い
内
容
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
「
農

業
と
観
光
の
振
興
」
を
柱
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
農

業
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
中
山

間
地
域
整
備
事
業
、
棚
田
整
備
事
業
等

の
き
め
細
か
い
事
業
に
も
取
り
組
み
、

合
わ
せ
て
畑
作
振
興
に
力
を
注
ぐ
つ
も

り
で
お
り
ま
す
。

　
観
光
に
お
い
て
は
、
清
津
峡
歩
道
ト

ン
ネ
ル
の
オ
ー
プ
ン
よ
り
二
年
三
か
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
入
坑
者
は
昨
年
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
当
初
の
計
画
以
上

の
入
り
込
み
で
あ
り
、
道
路
改
良
が
進

め
ば
、
ま
す
ま
す
期
待
で
き
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
合
わ
せ
て
清
田
山
自
然

運
動
公
園
、
七
ッ
釜
並
び
に
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
、
清
津
ス
キ
i
場
な
ど
、

改
善
を
加
え
な
が
ら
整
備
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
、
ゆ

く
ら
妻
有
の
利
用
は
昨
年
度
も
良
好
で
、

今
年
も
一
層
施
設
の
活
用
に
便
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
は
、

待
望
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
二
か

年
か
け
て
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、

四
月
一
日
の
入
所
開
始
に
向
か
っ
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
活
動
を
開
始
し

ま
す
。
今
ま
で
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
用
と
合
わ
せ
、
福

祉
の
拠
点
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
．

な
か
さ
と
福
祉
会
、
そ
し
て
行
政
の
三

者
で
連
携
を
密
に
し
、
福
祉
行
政
に
遅

れ
を
取
ら
ぬ
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
医
療
の
充
実
を
図
る
べ
く
、

昨
年
倉
俣
診
療
所
の
移
転
改
築
を
行
な

い
ま
し
た
が
、
芋
川
地
内
の
ゆ
く
ら
妻

有
の
温
泉
施
設
と
並
ん
で
お
り
、
利
用

効
果
が
上
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
共
通

の
課
題
は
環
境
間
題
で
す
。
身
近
な
下

水
道
事
業
を
よ
り
推
進
し
、
か
け
が
え
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の
な
い
自
然
と
水
と
緑
を
守
る
た
め
、

環
境
保
全
事
業
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
尚
、
下
水
道
は
、
本
年
で
十
一

集
落
の
供
用
開
始
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
主
要
道
路
の

国
道
、
県
道
の
改
良
促
進
と
各
地
域
か

ら
要
望
の
多
い
道
路
改
良
、
消
。
ハ
イ
工

事
等
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
強
力
に

推
進
を
図
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
ま

た
、
国
道
三
五
三
号
線
新
ト
ン
ネ
ル
の

開
削
に
つ
い
て
は
、
期
成
同
盟
会
長
の

真
島
前
参
議
員
を
先
頭
に
、
一
層
の
運

動
を
展
開
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
昨

年
末
に
は
、
重
地
小
出
線
が
着
工
以
来

三
十
年
ぶ
り
に
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
一
つ
、
主
要
道
路
が
誕
生
し
、
今

後
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
更
に
経
済
不
安
は
続

く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
財
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
「
誇
り

と
夢
の
あ
る
中
里
村
」
を
目
指
し
、
決

意
新
た
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
村
議

会
を
始
め
、
村
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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今
年
は
卯
年
。
十
二
支
の
4
番
目
の

う
さ
ぎ
年
で
す
。
卯
は
東
の
万
角
、
ま

た
「
卯
の
刻
し
と
い
え
ぱ
、
午
前
6
時

頃
を
指
し
ま
す
。

明
治
中
ご
ろ
か
ら
目
本
で
も
飼
育

　
う
さ
ぎ
と
い
う
と
耳
が
長
く
、
目
が

赤
く
、
毛
は
白
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
跳

ね
る
動
物
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
こ

れ
は
私
た
ち
が
よ
く
見
る
日
本
白
色
種

で
、
ほ
か
に
も
多
く
の
種
類
が
い

ま
す
。
毛
が
白
黒
（
ま
た
は
白
茶
）

で
パ
ン
ダ
ウ
サ
ギ
と
も
呼
ぱ
れ
る

ダ
ッ
チ
、
耳
の
下
が
っ
た
ロ
ッ
ブ

イ
や
ー
、
耳
の
短
い
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
な
ど
で
す
、
う
さ
ぎ
が
家

畜
化
さ
れ
た
の
は
犯
～
招
世
紀
ご

ろ
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
ポ
ル
ト

が
ル
の
航
海
者
が
食
糧
の
補
給
源

と
し
て
各
地
に
広
め
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
第
｝
次
世
界
大
戦
の
こ

ろ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
食
用
肉
、

毛
皮
用
に
さ
か
ん
に
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
日
清
、
日
露

戦
争
の
こ
る
か
ら
、
臼
本
白
色
種

が
大
量
に
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
う
さ
ぎ
を
数
え
る
と

き
に
、
一
匹
、
二
匹
と
書
わ
ず
に
一
羽
、

二
羽
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昔
、
獣

肉
を
食
べ
る
の
を
忌
み
嫌
っ
て
い
た
時

代
に
、
鳥
の
よ
う
な
数
え
万
を
し
て
う

さ
ぎ
を
食
べ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

う
さ
ぎ
は
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
だ
つ
た

の
で
す
。

悪
役
や
英
雄
さ
ま
ざ
ま
な
役
回
り

　
う
さ
ぎ
の
話
は
、
古
く
は
「
＋
ロ
事
記
し

に
発
し
て
い
ま
す
。
う
さ
ぎ
が
海
の
上

に
並
ん
だ
ワ
ニ
ザ
メ
を
だ
ま
し
て
因
幡

の
国
に
渡
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
◎
し
か

し
、
最
後
に
ワ
ニ
ザ
メ
の
怒
り
を
買
っ

て
し
ま
い
、
皮
を
は
ぎ
取
ら
れ
て
苦
し

ん
で
い
る
う
さ
ぎ
を
大
国
主
の
命
が
救

う
と
い
う
お
話
で
す
。
だ
れ
も
知
っ
て

い
る
う
さ
ぎ
の
話
と
言
え
ぱ
、
「
う
さ
ぎ

と
カ
メ
」
で
す
。
う
さ
ぎ
と
カ
メ
が
向

こ
う
の
山
ま
で
、
ど
ち
ら
が
先
に
行
け

　
　
る
か
競
争
し
ま
す
、
早
い
う
さ
ぎ

　
　
は
、
カ
メ
が
の
ろ
い
の
を
見
て
途

　
　
中
で
油
断
し
て
昼
寝
を
し
て
し
ま

　
　
い
ま
す
。
そ
の
間
に
カ
メ
が
ゴ
ー

　
　
ル
す
る
と
い
う
お
話
で
、
地
道
に

　
　
努
力
す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
と
い

　
　
う
教
訓
で
す
。
こ
う
し
た
話
は
、

　
　
動
物
競
争
物
語
と
し
て
各
国
に
あ

　
　
り
ま
す
。
た
だ
勝
つ
万
の
動
物
が

　
　
カ
メ
で
は
な
く
、
パ
リ
ネ
ズ
ミ
、

　
　
力
二
、
ヒ
キ
が
エ
ル
、
ナ
メ
ク
ジ

　
　
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
負
け
る
万
も

　
　
う
さ
ぎ
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
マ
、

　
　
キ
ツ
ネ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ゾ
ゥ
な
ど
さ

　
　
ま
ざ
ま
で
す
。

　
　
　
ま
た
、
う
さ
ぎ
は
身
近
な
動
物

　
　
の
わ
り
に
は
、
親
し
ま
れ
て
い
る

こ
と
わ
ざ
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
「
兎
死

す
れ
ぱ
、
狐
こ
れ
を
悲
し
む
し
「
狐
死
し

て
兎
泣
く
」
は
、
同
類
の
死
を
悲
し
む

こ
と
。
「
兎
に
祭
文
し
は
「
馬
の
耳
に
念

仏
」
と
同
じ
意
味
で
、
言
っ
て
も
無
駄

な
こ
と
。
「
兎
の
登
り
坂
」
は
、
最
も
得

意
と
す
る
場
所
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
。

「
兎
兵
法
し
は
生
兵
法
の
こ
と
で
、
役

に
立
た
な
い
こ
と
。
ど
の
こ
と
わ
ざ
も

ふ
だ
ん
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。
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叢
議
灘

　
1
2
月
9
日
、
倉
俣
診
療
所
の
竣
工

式
が
行
わ
れ
、
山
本
村
長
、
斎
喜
議

長
、
大
石
医
師
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
診
療
所
入
り
口
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　
完
成
し
た
倉
俣
診
療
所
は
、
ゆ
く

ら
妻
有
の
横
に
総
事
業
費
5
千
6
百

80

万
円
で
建
設
さ
れ
、
木
造
平
屋
建

（
高
床
式
）
、
延
床
面
積
は
、
1
8
1
・

7
8
㎡
で
診
療
所
の
中
は
待
合
室
・

診
察
室
・
事
務
室
・
薬
品
室
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
診
察
室
は
こ
れ
ま
で
と
違

い
大
変
広
く
な
り
ま
し
た
。

》
入
口
前
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　線　　　　　　　　題
　　　　　　　叢
　　　　　剛　　地重事業行

　　　　　　　　　　　　　　驚　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　鎧　　　　　　　　灘　　　　　　纏騰
　
着
工
か
ぢ
長
い
年
月
を
か
け
て
完
成
し
た
重
地

小
出
線
の
竣
工
式
が
1
2
月
1
1
日
、
牧
畑
ト
ン
ネ
ル

の
西
田
尻
側
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
村
長
は
「
長
年
の
念
願
で

し
た
こ
の
道
路
が
約
3
0
年
を
か
け
よ
う
や
く
立
派

な
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
県
を
は
じ
め
、

地
元
の
協
力
を
賜
り
で
き
た
も
の
で
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
く
す
玉
開
披
・
鏡
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
村
道
重
地
小
出
線
は
、
倉
俣
地
区
の
重
地
集
落

と
清
津
峡
地
区
の
小
出
集
落
を
結
び
、
国
道
3
5

3
号
線
に
接
続
す
る
路
線
と
し
て
期
待
を
担
い
昭

和
4
7
年
に
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
西
田
尻
～
小
出
ま

で
の
ー
、
5
2
0
m
は
、
村
が
補
助
事
業
で
整
備

を
進
め
、
重
地
集
落
～
牧
畑
・
深
山
坂
集
落
ま
で

は
生
活
道
路
の
確
保
と
冬
期
間
の
孤
立
を
防
ぐ
た

め
、
特
豪
県
代
行
県
が
事
業
主
体
と
な
り
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
昭
和
6
3
年
度
に
奥
地
等
産

搦市鮒靴

業
開
発
道
路
に
指
定
さ
れ
事
業
の
促
進
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
度
完
成
し
た
牧
畑
～
西
田
尻
間
の
ー
、
0

3
0
m
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
道
代
行
事
業
と
し

て
、
平
成
2
年
に
着
手
さ
れ
た
も
の
で
、
2
つ
の

橋
梁
架
設
と
ト
ン
ネ
ル
新
設
が
あ
っ
た
大
工
事
で

し
た
。
こ
の
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
重
地
小
出
線

全
線
が
開
通
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
村
道
重
地
小
出
線

　
　
全
線
5
、
9
8
0
m

◆
市
町
村
道
代
行
事
業

　
・
L
H
1
、
0
3
0
m

　
・
W
H
6
・
O
m

　
・
仙
の
沢
橋
　
3

2
m

　
・
鹿
之
沢
橋
　
7

9
m

　
・
牧
畑
ト
ン
ネ
ル
　
3
1
7
m

　
・
総
事
業
費
　
1
9
億
3
千
2
百
万
円

　　　　　　　　　　蟻

　　　　　　　　　　擦

難

4



’

銭璽
鍵
糠
消
防
団
欝
灘
・
轟

　
1
月
6
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
　
　
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
を
行
い

い
て
中
里
村
消
防
団
出
初
式
が
本
部
　
　
ま
し
た
。

分
団
、
各
分
団
班
長
以
上
の
7
0
人
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鐙
野
消
防
団
長
は
「
団
員
の
皆
さ

ん
か
ら
一
生
懸
命
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
火
災
予
防
活
動
の
中
で
、
昨

年
は
3
件
（
住
宅
・
山
林
・
バ
イ
ク
）

の
火
災
が
発
生
し
、
今
年
に
入
っ
て

住
宅
火
災
が
1
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
火
災
の
な
い
中
里
村
に
皆

さ
ん
か
ら
、
な
お
一
層
の
努
力
を
し

　
1
月
8
日
に
中
里
中
学
校
で
は
、

全
校
で
百
人
一
首
大
会
が
行
わ
れ
る

た
め
、
南
雲
昭
治
公
民
館
長
が
一
年

生
に
こ
の
大
会
で
勝
つ
た
め
の
必
勝

法
を
伝
授
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
百
人
一
首
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
等
の
勉
強
を
ま
ず
初

め
に
行
い
、
そ
の
後
、
大
き
な
声
で

何
度
も
札
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。　
南
雲
公
民
館
長
も
「
下
の
句
を
し

っ
か
り
覚
え
、
2
年
・
3
年
の
先
輩

た
ち
に
負
け
る
な
」
と
生
徒
に
気
合

を
い
れ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
果
た
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
な
る
か

民生児童委員担当区

　
平
成
1
0
年
1
1
月
3
0
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
今
回
で
退
任
す
る
方
に
感
謝
状
と

新
民
生
児
童
委
員
に
委
嘱
状
が
山
本
村

長
か
ら
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
退
任
す
る
方
は
、
桑
原
寛
平

さ
ん
（
昭
和
61
年
1
2
月
1
日
～
平
成
1
0

年
1
1
月
3
0
日
の
4
期
1
2
年
間
）
と
小
柳

皆
子
さ
ん
（
平
成
元
年
1
2
月
1
日
～
平

成
1
0
年
1
1
月
3
0
日
ま
で
の
3
期
9
年
）

で
す
。
ま
た
、
新
任
者
に
は
井
ノ
川
ア

ヤ
子
さ
ん
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
民
生
児
童
委
員
の

担
当
区
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　一　周一’
｝『

｝
灘醸

繋

▲感謝状を受ける小柳さん

撮盤晃董委藁 担　　覇．　区

村山篤稔（田　沢） 芋沢・田沢g東田沢

井ノ川アヤ子（如来寺） 如来寺・豊里

吉楽貞治（上　山） 上山・桂

樋ロキ　ミ（小　原） 田中・小原・干溝

廣田和子（山　崎） 山崎・荒屋

廣田利雄（高道山）
通り山・高道山・朴木沢・朴木沢

新田

村山貫一（程　島） 市之越・鷹羽・程島・白羽毛

桑原弘隆（東田尻） 東田尻・西田尻・西方

山田定男（角　間） 小出・葎沢・角間

山田惣一郎（土　倉） 土倉・倉下

高橋農平（芋　川） 桔梗原・芋川新田・芋川・原町

斎喜正甫（倉俣） 倉俣・新里

滝沢新一（重　地） 重地・下山

山田要作（清田山） 清田山・田代

藤田美代子（宮　中） 宮中

南雲　　悦（堀之内） 堀之内

羽鳥マサ（本屋敷） 新屋敷・本屋敷

江ロツヤ（上　山） 中里村全域（社会福祉協議会）
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平
成
1
0
年
n
月
～
1
2
月
に
募
集
を

し
て
い
ま
し
た
「
中
里
村
ふ
る
さ
と

館
」
の
名
称
が
こ
の
ほ
ど
決
定
し
ま

し
た
。

　
名
称
は
、
「
ラ
ピ
ー
ヌ
雪
街
道
」

で
、
ラ
ピ
ー
ヌ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
う

さ
ぎ
と
意
味
し
ま
す
。
雪
街
道
は
施

設
所
在
地
と
し
て
の
特
徴
を
お
り
こ

み
ま
し
た
。

　
ラ
ピ
ー
ヌ
　
雪
街
道
は
こ
れ
か
ら

若
干
の
施
設
整
備
を
行
い
4
月
1
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
運
び

と
な
り
ま
す
。
「
ラ
ピ
ー
ヌ
に
行
こ
う
」

を
合
言
葉
に
、
ぜ
ひ
、
お
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
名
称
募
集
の
応
募
い
た
だ

い
た
中
か
ら
次
の
方
が
賞
及
び
抽
選

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
該
当
に
な
り
ま
し
た
。

●
ア
イ
デ
ア
賞
（
優
秀
賞
）

　
（
食
事
券
及
び
3
万
円
の
商
品
券
）

中
里
村
市
之
越
　
　
富
井
真
理
子
様

●
募
集
者
抽
選
5
名
様
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
（
宴
会
コ
ー
ス
8
名
様
分
）

中
里
村
田
代

津
南
町
割
野

十
日
町
市
南
鐙
坂

十
日
町
市
下
条

群
馬
県
前
橋
市

山
田
由
香
里
様

板
場
　
寛
様

太
田
　
利
夫
様

水
落
紗
智
子
様

山
根
　
一
郎
様

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

中
里
村
芋
沢
　
　
　
大
嶋
　
美
鈴
様

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
7
0
名
の
方

霧
繋
国
繊
畿
勲
雛
さ
ん
指
導
に
よ
る
村
尉
繕
球
講
翼
鑛
藷

　
1
2
月
3
日
、
田
沢
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
村
民
卓
球
講
習
会
が
中
学

生
と
一
般
の
3
5
名
が
参
加
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
の

は
、
中
国
か
ら
川
西
町
に
卓
球
外
交

で
来
日
し
て
い
る
王
　
翔
宇
さ
ん
と

川
西
町
の
渡
辺
一
治
郎
さ
ん
で
す
。

指
導
は
、
ま
ず
最
初
に
全
体
に
基
本

指
導
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
中
学
生
と

一
般
に
分
か
れ
て
個
人
指
導
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
村
民
は
、
プ
ロ
の
指
導

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

レ
指
導
し
て
い
る
王
翔
宇
さ
ん

　
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
と
歳
末
警
戒
が
1
2
月
1
1

日
か
ら
31
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
1
1
日
に
は
、
交
通
安
全
協
会
・
交
通
指
導
員

の
皆
さ
ん
と
十
日
町
警
察
署
の
職
員
で
村
内
の
飲
食
店

を
ま
わ
り
飲
酒
運
転
追
放
の
お
願
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
十
日
町
警
察
署
で
出
陣
式
を
終
え
た
村

長
と
国
道
L
1
7
号
線
上
山
地
内
に
お
い
て
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
て
ま
し
た
。

θ

－
　
　
窺

〉
、
＠
＠

　
9
、
『

　
■
赴



▼カジカとりをした水沢川

　
小
学
生
何
年
生
ま
で
だ
っ
た
か
学

校
に
プ
ー
ル
が
で
き
る
ま
で
部
落
の

下
の
信
濃
川
で
夏
休
み
に
保
護
者
が

監
視
す
る
中
で
み
ん
な
で
楽
し
く
泳

い
で
い
ま
し
た
。
と
き
ど
き
で
す
が
、

水
が
少
な
い
と
き
は
川
を
渡
り
貝
野

の
方
の
放
水
路
ま
で
行
き
魚
と
り
を

し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
し
、
信
濃
川

に
ツ
ヅ
を
仕
掛
け
て
漁
を
し
て
い
る

も
の
を
い
た
ず
ら
し
て
上
げ
た
り
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
と
境
に
当
る
近
く
の
水

沢
川
に
も
仲
間
と
カ
ジ
カ
と
り
に
行

き
ま
し
た
。
割
り
ば
し
に
針
を
2
本

位
糸
で
巻
き
付
け
た
も
の
で
ガ
ラ
ス

箱
を
使
っ
て
突
い
て
と
っ
た
り
沢
カ

ニ
を
と
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

飯
山
線
の
鉄
橋
の
下
あ
た
り
に
は
小

さ
い
け
ど
川
に
滝
つ
ぽ
み
た
い
な
も

の
が
あ
り
そ
こ
で
泳
い
だ
り
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
　
今
は
、
信
濃
川
、

水
沢
川
に
も
あ
ま
り
足
を
運
ぶ
こ
と

が
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
川
の
よ
う

す
も
当
時
と
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
恐
い
目
も
し
ま
し
た
が
、
川
が
身

近
だ
っ
た
小
さ
い
頃
が
陵
か
し
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
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l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
睦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塵
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屡
塵　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ヨ
1◆問い合わせ及び申込提出先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ響　〒949－8525　十日町市大字新宮乙195番地3　養護老人ホーム「妻有荘」　　　　　　　　　　　　　　　　　璽
巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪

1　　　　鱈58－2050　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　1
唇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
』幽齢一一一一一一剛顧願・ロ●劇陶一一一9－9一・－一一・・ロロ廟鴫ロ●■日■噂一・一・繍匿0齢一・ーロ臨ロー口劇』幽一齢一一一凹鱒・一一一一鱒醐■騨一一一働一胃一じ一一一一騨一扁置一一一一一g一一一幽國顧一匿一一一一■一一一一馴一”一■

講薯錘簸i繋欝鐵馨 ’擦灘業　鰻．馨．繋

・採用試験申込書 ・採用試験申込書

・最終学歴の卒業証書の写し ・卒業証書の写しまたは卒業証明書、卒業見込書

・運転免許、資格を有する場合は証明書の写し ・免許、資格を有する証明書の写しまたは自動車

・返信用封筒に80円切手を貼り、住所・氏名を記 免許取得計画書

入したもの ・返信用封筒に80円切手を貼り、住所・氏名を記

入したもの

7 広報な：かさ1と　　　平成11年1月10日



r地域賑興券馨取麟擾凝特定幕業者繊募集灘r
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ1　　地域振興券を取り扱う特定事業者を次により募集します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

lこれに申し込み・登録されないと村が発行する地域振興券の取り扱いを行う事業者臆ることはで1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
1　きません◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　1
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　1
に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　《登録資格》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

i中里村内においt、小売業、飲食業、建設業、洗濯、理容・旅館・医療等の各種サービス業・及びi

ヨ運髄信業などを営む事業者です。（多種1こわたりますので下記醐い合わせください・）　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
1　《登録申込及び期限》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1　特定事業者として登録を行おうする事業者は、「特定事業者登録申込書」を記入押印して開発課に平　1
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ1成14年1目11日（月〉～1月29日働までに提出してください。（「特定事業者登録申込書」は開発課及び商　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
1工会に用意してあります。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　6
巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　登録申込から指定ロ座への換金までの流れ
①事業者は、登録申込書を村に提出します。

②村は登録資格の有することを確認し、登録台帳に記載。「特定事業者登録証明書」及び「登録ス

テッカー」を交付します。

◎特定事業者は、地域振興券を持参した者（使用できる者は交付を受けた本人・その代理者、使

者に限る）に交付の日から6か目以内に限り、物品の販売などを行うことができます。

④特定事業者は、地域振興券及び換金請求書を開発課に提出します。（換金の申し出は、地域振興

券交付の日から9か目以内です）

◎村は、毎月2回の支払い日の10日前まで受付た換金請求書分を特定事業者が指定した金融機関

の預金ロ座に振り込みます。

　　　　　　※振興券交付の日は、後日、村が告示いたします。

　　　　　　　◆問い合わせ先　中里村役場　開発課（内線270）
5一・一一r一一騨一一，一繭ロ膨一備一幽－一鱒一一騨髄一一隅鵬聞，一一鱒劇。一－聯脚一一1一。ロ”一1一繍1幽一一廓鱒一。鴎一ロ・一“鵬一－鱒幽脚一幽1噂・騨一一－幽・一1一一1一一鵬一一囎脚一一一纈劇，一幽，一“一一の

◆入学準備貸付金

匿　　分 貸付金額 据置期闇 返済糊闘

高等学校 200，000円以内

1　年 40か月以内
高等専門学校

専修学校
300，000円以内

大　　　　学 400，000円以内

◆奨学貸付金

．々

澤
山ぐ

　
　
・
ケ響

噛隔　　　　一

ゆ

区　　分 貸付金月額 貸付期間 据置期間 返済期聞

高等学校 10，000円
貸付開始の月から

正規の修業期間が

終了する月まで

6か月

貸付期問の
1．5倍に相当

する期間内

高等専門学校

専修学校
20，000円

大　　　　学 30，000円

ご
利
用
く
だ
さ
い
！
村
の
奨
学
金

　
村
で
は
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
入
学
者
の
皆
さ
ん
に
入
学
準
備
金
及
び
奨
学
金
の
貸
付
け
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
入
学
準
備
金
・
奨
学
金
と
も
無
利
息
で
、
し
か
も
手
続
き
は
簡
単
で

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
期
問
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間
　
1
月
1
8
日
㈲
～
3
月
1
5
日
㈲

◆
資
　
　
格
　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

◆
受
付
及
ぴ
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
中
里
村
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
陵
う
議
　
　
　
盈
6
3
1
4
4
6
0
．
4
4
7
8



　
十
日
町
地
域
広
域
行
政
圏
は
『
越

後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構

想
』
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
3
年
間
か
け
て
計
画
づ
く
り
を
行

い
、
平
成
1
0
年
度
か
ら
個
々
の
事
業

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
月
1
回
シ
リ
ー
ズ
企
画
と
し

て
そ
の
振
興
状
況
を
伝
え
て
い
き
ま

す
。
第
1
回
は
、
Q
＆
A
形
式
で
里

創
プ
ラ
ン
の
大
枠
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
、
里
創
プ
ラ
ン
と
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
の
関
連
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
、
里
創
プ
ラ
ン
は
正
式
に
は
「
ニ

ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」
と
い

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
よ
い
（
理
想
の
）

里
創
り
」
を
目
指
し
た
い
と
い
う
平

山
新
潟
県
知
事
の
提
唱
に
よ
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
十
日
町
地
域
に
お
け

る
具
体
的
な
事
業
構
想
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
が
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ

ク
レ
ス
整
備
構
想
で
す
。

Q
、
事
業
主
体
は
ど
こ
で
す
か
？

A
、
里
創
プ
ラ
ン
は
広
域
連
携
に
よ

っ
て
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
施
設
・

整
備
や
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
全
て
の

事
業
の
事
業
主
体
は
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
で
す
。

Q
、
県
と
地
域
と
の
関
わ
り
は
ど
の

0醐
－

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
、
計
画
づ
く
り
の
段
階
か
ら
県
と

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
る

こ
と
で
す
。
ま
と
ま
っ
た
計
画
は
県

と
の
調
整
が
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

県
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
な
が
ら
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
と

地
域
で
「
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い

が
た
里
創
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
」
を

結
成
し
て
、
事
業
の
振
興
に
努
め
て

い
ま
す
。

Q
、
事
業
期
間
は
何
年
間
で
す
か
？

A
、
基
本
的
な
計
画
を
策
定
し
た
平

成
9
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
平
成

18

年
度
ま
で
の
1
0
か
年
を
事
業
期
間

と
し
て
い
ま
す
。
．

Q
、
構
想
の
理
念
や
目
的
な
ど
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
、
構
想
で
は
、
『
芸
術
文
化
の
香
り

あ
ふ
れ
る
美
し
い
越
後
妻
有
の
里
づ

く
り
』
を
総
合
的
・
一
体
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
事
業

目
的
と
し
て
、
①
地
域
に
対
す
る
誇

り
と
愛
着
の
醸
成
②
地
域
の
魅
力
増

進
③
交
流
人
口
・
定
住
人
口
の
増
加

④
産
業
振
興
。
基
本
姿
勢
と
し
て
、

①
広
域
連
携
②
ソ
フ
ト
重
視
・
プ
ロ

セ
ス
尊
重
③
住
民
参
加
・
他
者
と
の

協
働
④
自
然
か
ら
学
ぶ
・
地
域
資
源

の
活
用
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。Q
、
ア
ー
ト
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
て
い
る
の
で
す
か
？

A
、
構
想
で
は
、
全
て
の
事
業
に
ア

ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
こ
で
い
う
ア
ー
ト
は
、
美
術
館
で

み
る
彫
刻
や
絵
画
と
は
意
味
が
異
な

り
、
地
域
資
源
と
結
び
つ
け
て
、
そ

れ
が
さ
ら
に
感
動
を
呼
び
起
こ
し
、

魅
力
を
増
し
て
い
く
た
め
に
加
え
る

人
の
手
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ア
ー
ト
を
、
地
域
発
信

の
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
も

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

Q
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業

を
行
っ
て
い
く
の
で
す
か
？

A
、
構
想
に
お
け
る
事
業
の
柱
は
次

の
4
本
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見

．
：
写
真
と
言
葉
に
よ
る
地
域
資
源
再

発
見
の
た
め
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。

現
在
作
品
募
集
中
、
締
切
7
月
末
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
写
真
塾
、
小
中
学

生
一
日
写
真
騒
動
な
ど
。

②
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
…
3
年

ご
と
に
開
催
す
る
世
界
の
ト
ッ
プ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品
の
展
示
発

表
と
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
祭
典
。
第

1
回
億
平
成
1
2
年
夏
に
約
5
0
日
間
の

会
期
で
開
催
予
定
。
毎
年
ア
ー
ト
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

③
ス
テ
ー
ジ
（
自
然
体
験
型
ふ
れ
あ

い
文
化
施
設
）
…
地
域
テ
ー
マ
に
沿

▼完成した川西ステージのコテージ

っ
て
各
市
町
村
に
整
備
さ
れ
る
総
合

的
な
活
性
化
拠
点
施
設
。
テ
ー
マ
は

十
日
町
「
越
後
妻
有
の
市
」
、
川
西
「
新

田
園
都
市
づ
く
り
」
、
津
南
「
縄
文
と

あ
そ
び
」
、
中
里
「
信
濃
川
物
語
」
松

代
「
雪
国
農
耕
文
化
村
」
、
松
之
山
「
森

の
学
校
」

④
交
流
の
道
…
ス
テ
ー
ジ
整
備
と
連

動
し
て
各
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
結
ぶ
道

の
整
備
。
当
面
は
花
い
っ
ぱ
い
運
動

と
結
び
つ
い
た
「
花
の
道
」
の
展
開
。

花
の
道
モ
デ
ル
事
業
、
花
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
　
盈
5
7
1
2
6
3
7

　
　
　
　
F
A
X
5
7
－
2
2
8
5

【
書
　
　
名

著
者
名
な
ど
】

子
供
を
の
ば
す
「
9
つ
の
性
格
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
秀
子

自
分
の
壁
を
破
る
人
破
れ
な
い
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
昇
一

警
察
が
狙
撃
さ
れ
た
日
．
谷
川
　
葉

残
影
適
中
横
断
三
百
里

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
日
報
事
業
社

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
夏
　
　
　
半
藤
一
利

不
滅
の
弔
辞

　
　
　
　
不
滅
の
弔
辞
編
集
委
員
会

歴
史
現
場
か
ら
わ
か
る
河
合
継
之
助

の
真
実
　
　
　
　
　
　
　
外
川
　
淳

越
後
三
十
三
観
音
札
所
巡
礼
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
日
報
事
業
社

サ
フ
ァ
リ
ヘ
行
こ
う
　
ヒ
サ
ク
ニ
ヒ
コ

新
人
類
、
親
に
な
る
！
　
三
浦
　
展

フ
ァ
ミ
り
ー
上
下

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
R
・
コ
ウ
ヴ
ィ

学
校
　
　
　
　
　
松
崎
運
之
助

母
に
横
裸
を
あ
て
る
と
き
舛
添
要
一

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
　
佐
々
木
正
美

天
文
学
へ
の
招
待

　
　
　
　
　
　
村
山
定
男
・
藤
井
旭

家
族
が
「
が
ん
」
に
な
っ
た
と
き
真

っ
先
に
読
む
本
　
　
　
　
森
津
純
子

歯
と
ロ
の
健
康
百
科
　
　
伊
藤
公
一

食
の
安
全
を
守
る
の
は
誰
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
欣
一
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国国回凹

猶
霧

齋喜あすかちゃん（1歳）＠）

正司・葉子さん夫妻の2女（倉俣）

　お姉ちゃんのおもちゃを取った

りしてたまにケンカをするという

あすかちゃん。でもお姉ちゃんの

マネをして鉛筆と紙をもって二人

仲良く字を書いたりしています。

テレビを見たりおもちゃで一人遊

びをしていますが、おじいちゃん、

おぱあちゃんとも楽しく遊んでい

ます。お田さんは「元気で人に好

かれるように育ってもらいたい」

と話していました。

働
難
灘
懸
遡

高
箋
欝
懸
灘
鎌
欝
1

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
・
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
次
に
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
募
集
し
て
い
る
学
校

・
定
時
制
課
程

学
　
校

学
科

学
級

定
員

船
　
　
江

普
通

1

40

西
新
発
田

普
通

1

40

新
発
田
南

（
豊
浦
）

普
通

1

40

五
　
　
泉

商
業

1

40

長
岡
明
徳　
普
通

午
前
部

夜
間
部

31

05153

三
　
　
条

普
通

1

40

小
　
　
出

普
通

1

40

六
日
町

普
通

1

40

十
日
町

普
通

1

40

　　明

夜午鏡

古
同
士
’
じ、

　　高
　　田
　　南
夜午城

間前
部部普
　　通

機
械

間前
部部普
　　通

13 1 1　1

35105 40 3535

・
通
信
制
課
程

学
絞
　
　
学
　
科
　
定
　
員

新
潟
普
通
若
干
人

高
田
南
城
　
　
普
　
通
　
　
若
干
人

◆
応
募
資
格

・
平
成
1
1
年
3
月
に
中
学
校
も
し
く

　
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

・
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

　
学
校
を
卒
業
し
た
者

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
と
同
等

　
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

　
る
者

＊
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

◆
願
書
の
提
出

　
次
の
期
間
に
応
募
す
る
学
校
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
定
時
制
課
程

　
平
成
1
1
年
2
月
1
7
日
～

　
　
　
　
　
　
2
月
1
9
日
正
午
ま
で

・
通
信
削
課
程

　
平
成
11
年
2
月
2
4
日
～

　
　
　
　
4
月
2
日
午
後
4
時
ま
で

◆
学
力
検
査

・
定
時
制
課
程

　
　
平
成
1
1
年
3
月
1
0
日
㈱

　
国
語
、
数
学
、
英
語
の
3
教
科
と

し
、
ほ
か
に
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
満
2
0
歳
以
上
（
平
成
n
年

4
月
1
日
現
在
）
の
志
願
者
は
、
希

望
に
よ
り
3
教
科
に
代
え
て
作
文
で

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
通
信
制
課
程

　
学
力
検
査
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
志
願
者
全
員
に
面
接
を
実
施

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
出
願
手
続
　
出
身
中
学
校

・
学
習
内
容
　
出
願
す
る
高
等
学
校

・
そ
の
他

　
　
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

　
〒
9
5
0
1
8
5
7
0

　
　
　
　
　
新
潟
市
新
光
町
4
1
1

　
智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
（
内
線
　
3
8
8
1
～
3
8
8
3
）

相
編
鰹
謡

無
料
撮
鱗
懸
纏
顯
設

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
今
年

度
も
2
月
1
か
月
間
を
「
相
続
登
記

は
お
す
み
で
す
か
月
間
」
と
し
て
無

料
相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
親
が
な
く
な
り
、
土
地
や
家
屋
な

ど
を
相
続
し
て
も
登
記
は
つ
い
忘
れ

が
ち
で
す
相
続
登
記
は
何
時
時
ま
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
定
め
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
時
間
が
経

過
し
ま
す
と
、
相
続
人
が
続
け
て
死

亡
し
た
り
し
て
相
続
関
係
者
が
増
え

た
り
、
ま
た
書
類
の
取
り
揃
え
や
そ

の
他
で
複
雑
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
、
国
民
の
権
利
意

識
の
高
揚
、
核
家
族
化
や
住
宅
事
情

等
に
よ
る
老
後
の
扶
養
に
関
し
て
の

感
情
の
も
つ
れ
等
か
ら
相
続
に
つ
い

て
ト
ラ
ブ
ル
や
障
害
が
発
生
し
て
い

る
事
実
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　
相
続
が
生
じ
た
後
、
す
ば
や
く
対

一騨一一噂一一一・一一一・一騨一一一爾一一一一じ一一－一・卿一一一一一一一一曝一ロー卿騨一一一願一－一一・－一一一－一騨騨一一一・鱒一騨一〇一一一－一一一顧一一一・一一一一〇一騨一一－一一一一一・一〇一一一一・

花
ふ
き
ん
7
8
　
　
日
本
ヴ
ォ
ー
ク
社

ぷ
き
っ
ち
ょ
さ
ん
の
お
菓
子
b
o
o

k
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
鶏
舎
社

B
a
ー
ー
o
o
n
妊
娠
・
出
産
大
全

科
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
の
友
社

名
生
家
三
代
、
米
作
り
の
技
と
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
生
忠
久

墜
落
遺
体
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
訓

あ
や
と
り
と
手
遊
ぴ
　
主
婦
の
友
社

室
の
梅
　
　
　
　
　
　
宇
江
佐
真
理

燃
え
る
地
の
果
て
に
　
　
逢
坂
　
剛

赤
目
四
十
八
滝
心
中
未
遂
　
車
谷
長
吉

光
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
立
松
和
平

司
法
戦
争
　
　
　
　
　
　
中
嶋
博
行

太
公
望
　
上
・
中
・
下
　
宮
城
谷
昌
光

人
生
万
歳
　
永
六
輔
・
瀬
戸
内
寂
聴

戒
老
録
　
　
　
　
　
　
　
曽
野
綾
子

女
医
　
上
・
下

　
　
　
　
　
シ
ド
ニ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

ほ
ん
と
に
ほ
ん
と
に
ほ
し
い
も
の

　
　
ヴ
ィ
ラ
・
B
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

エ
イ
ラ
ト
さ
ん
の
へ
ん
し
ん
の
う
じ

ょ
う
　
　
　
　
ロ
イ
ス
・
エ
イ
ラ
ト

ウ
ン
チ
マ
ン
こ
ん
に
ち
は
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
熊
康
司

パ
ジ
ャ
マ
ぬ
い
で
き
が
え
て
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
熊
康
司

と
ん
だ
ト
ロ
ッ
プ
　
　
小
野
か
お
る

ひ
ら
が
な
あ
い
う
え
お
　
下
村
　
昇

サ
マ
ー
タ
イ
ム
ソ
ン
グ

　
　
　
　
　
ア
イ
リ
ー
ン
・
ハ
璽
ス

ゥ
ォ
ー
リ
ー
の
ゆ
め
の
く
に
だ
い
ぽ

う
け
ん
！
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応
す
る
と
と
も
に
、
遺
言
な
ど
事
前

の
手
当
も
重
要
な
時
代
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
新
潟
県
司
法
書
士
会
で

は
2
月
1
日
か
ら
2
月
2
8
日
ま
で
の

ー
か
月
間
、
相
続
に
関
し
て
の
無
料

相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
最
寄
り

の
司
法
書
士
事
務
所
へ
、
ぜ
ひ
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
1
時

30

分
か
ら
4
時
ま
で
、
新
潟
県
司
法

書
士
会
館
（
新
潟
市
古
町
1
3
番
町
）

で
も
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
新
潟
県
司
法
書
士
会

（
盈
0
2
5
1
2
2
8
－
1
5
8
9
）

ま
で国
糠
雛
雛
響
糟
ダ
ー

派
選
灘
獲
繍
羅
鐵
著
ル
）

参
加
書
藏
嚢
欝

◆
派
遣
先

　
ネ
パ
ー
ル
王
国
ド
リ
マ
ラ
村

◆
派
遣
時
期
・
視
察
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
3
月
2
0
日
～
3
月
30
日
（
1
2
日
間
）

　
・
飲
料
水
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

　
・
学
校
屋
根
補
修
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

◆
参
加
費
　
1
0
万
円

　
（
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
は
自
己
負
担
）

◆
参
加
資
格

．
平
成
1
1
年
4
月
1
日
現
在
満
1
8
歳

　
以
上

・
国
際
協
力
に
関
心
と
意
欲
が
あ
る

　
こ
と

◆
提
出
書
類

・
参
加
申
込
書

・
小
論
文
　
テ
ー
マ

　
「
私
に
と
つ
て
国
際
協
力
と
は
」

　
　
　
　
2
、
0
0
0
字
程
度

◆
締
切
　
1
月
1
8
日
㈲

◆
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
5
0
1
0
9
6
5

新
潟
市
新
光
町
1
6
－
1

　
　
　
　
　
　
荏
原
新
潟
ビ
ル
3
階

　
㈲
新
潟
県
国
際
交
流
協
会

　
智
0
2
5
1
2
8
5
－
6
0
2
0

　
　
　
　　
纏
欝
難

　
　
　
　
　
　
　
簿

開
催

◆
看
護
力
再
開
発
講
習
会

・
日
程

　
　
2
月
17
・
1
8
・
2
4
・
2
5
・
2
6
日

・
内
容

　
　
講
義
　
最
新
の
看
護
業
務

　
　
病
院
実
習

◆
再
就
業
相
談
会

・
日
程

　
　
2
月
2
6
日
　
午
後
1
時
～
3
時

・
内
容

　
　
求
人
施
設
の
採
用
担
当
者
に
よ

　
る
P
R
と
採
用
条
件
等
の
説
明

◆
会
場

　
い
ず
れ
の
会
場
も
「
新
潟
県
看
護

国囲圖

蟹

ま劃岡村翻通り山

齢｛井ノ川直剛美｝如来寺

藻う夫｛鈴木響｝原町

瀧澤正喜（68）田代

南雲正平（69）本屋敷

瀧澤喜一（71）田中

渡邉勝利（85）高道山

富井博一（50）如来寺

田　村　喜代吉　（89）　小　原

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
研
修
セ
ン
タ
ー
」
（
新
潟
市
川
岸
町
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
2
－
1
1
）
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

◆
申
込
期
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

・
看
護
力
再
開
発
講
習
会
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
2
月
8
日
㈲
ま
で
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

．
再
就
業
相
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
2
月
2
2
日
㈲
ま
で
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

◆
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
新
潟
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
内
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
「
新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
　
一

盈
0
2
5
－
2
3
3
1
6
0
1
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「
愚
灘
灘
雛
纏
薄
門
　
　
・
㎜

　
　
委
暴
繕
縫
灘
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
か
ら
「
子
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ど
も
人
権
専
門
委
員
」
に
次
の
方
が
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

指
名
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

十
日
町
市
下
条
4
丁
目
8
0
1
番
地
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
村
山
　
｝
代
様
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
a
5
5
－
2
5
6
3
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ハ
ン
ド
フ
ォ
ー
ド

ク
リ
ス
マ
ス
お
め
で
と
う
樋
口
通
子

賢
者
の
お
く
り
も
の
　
0
・
ヘ
ン
リ

ア
フ
リ
カ
ヘ
つ
な
ぐ
夢
土
屋
哲

た
の
し
く
お
ぽ
え
る
手
話
　
1
・
2

　
　
　
　
　
こ
ど
も
く
ら
ぶ
編
集
部

ひ
と
し
ず
く
の
水

　
　
　
　
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ツ
ク

悪
魔
の
兵
器
・
地
雷
　
　
名
倉
睦
生

や
さ
し
い
あ
や
と
り
　
成
美
堂
出
版
社

も
う
ひ
と
つ
の
幸
福
　
　
江
崎
雪
子

な
ぞ
の
わ
な
！
お
に
ぎ
り
島
へ
い
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
熊
康
司

な
ぜ
な
の
？
　
な
ぜ
な
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
島
和
夫

月
夜
の
ふ
し
ぎ
道
　
　
上
崎
美
恵
子

ヨ
ー
ス
ケ
く
ん
　
　
　
　
那
須
正
幹

ク
マ
の
た
ん
す
　
　
　
茂
市
久
美
子

ピ
ン
ポ
コ
ピ
ン
ポ
コ
ポ
ケ
ベ
ル
孝
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
垣

馨月の納税惣振替日

口懸・県驚税　鯉拐誰謝

■国．保　税　《2月、睡紛

口園　髭　薙　釜　　鱒潟鋪爾

■保欝料磯潟馨爾
口墨欝塞道料　　（潅潟25田》

　　　　　　　　　　　　醸

　　　　　　　　　灘　　　　　　　麟　　　　　灘　　　　灘　　灘
慈

32件
3人

40人

81日

●交通事故件数

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ゼ

者
者
故

　
　
　
　
事

　
　
　
　
亡

死
傷
死

●
　
　
●
　
　
●
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　流雪溝の適正な利用を
　　　　　お願いします！
　　雪投入ロのグレーチングの下にある目皿をはずす

　ことは大変危険です。歩行者の転落防止のために絶

対にはずさないでください。

　　また、流雪溝も流末区域の一部が未完成であり、

最近、水つきが発生しました。流雪溝の利用は適正

にお願いします。
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上村病院響重2111

中条病院響認1

大島医院禅講1

大坪医院響譜碧1

庭野医院響箭需1
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／1月15日～2月5日＼

カレンダー・

15働 ’
祝
日　成人の日

16（土）

17（日）

村民親子スキー教室　合上越国際清津スキ…

一場　08：30～15：30
ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（D11：00～11：40

18（月〉

19㈹ 遊びの教室　倉総合センター（D9：30～10：00受付

20ωO
補聴器相談（リオン）　合役場

（D13：45～14：00

21休）

22樹

心配ごと相談（南雲勝男）　倉ディサービス

センター　013：30～16＝00
行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16：00

23（土）

24（日）

村民親子スキー教室　合上越国際清津スキ
ー場　（D8：30～15：30

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　倉ユーモ
ーノレ　　（∋）11：00～11：40

25（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

015：30～16：00

26㈹

27㈱

28休）

29働
心配ごと相談（村山篤稔）　倉ディサービス

センター　Gl13：30～16：00

30（土）

31（日）

1（月）

2㈹

3ωO

4休）

5働
心配ごと相談（廣田和子）　合ディサービス
センター　（！）13：30～16：00

蒸鍵誘縫

懸議鶴
灘懸雛麟i懇灘璽謙叢

村民憲章　（昭和60年7月25酷掟）

1．自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。
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